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お
相
撲
さ
ん
と
園
児
が
交
流

 　
２
月
３
日
、大
相
撲
の
中
村
部
屋
の
力
士
３
人
が
春
日

居
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
賀
茂
春
日
神
社
で
節
分
の
豆
ま
き

を
し
た
あ
と
、か
す
が
い
東
保
育
所
で
園
児
た
ち
と
相
撲

を
取
り
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
 

石
和
体
協
野
球
塾
が
発
足

 　
石
和
体
協
野
球
部
で
は
、
石
和
地
区
の
小
中
学
生
を

対
象
と
し
た
野
球
塾
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
 

　
地
域
の
野
球
レ
ベ
ル
の
向
上
と
底
辺
の
拡
大
を
図
る

と
と
も
に
、
両
親
や
仲
間
に
感
謝
す
る
心
、
相
手
に
立

ち
向
か
う
強
い
心
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た

も
の
で
、
石
和
体
協
野
球
部
の
Ｏ
Ｂ
や
現
役
選
手
約
３０

名
が
指
導
員
と
な
り
、
毎
週
２
回
の
練
習
を
重
ね
て
い

ま
す
。
 

春
日
居
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と

　
　
　
　
　
　
プ
ロ
野
球
選
手
が
交
流
 

 　
１
月
９
日
、笛
吹
市
内
で
自
主
ト
レ
を
行
っ
て
い
た
プ
ロ
野

球
選
手
、福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
井
出
選
手（
吉
田
高
出
身
）

を
は
じ
め
日
本
ハ
ム
の
岩
本
投
手
、関
根
投
手
、金
子
選
手
、

阪
神
の
中
村
選
手
の
５
人
が
春
日
居
小
学
校
で
行
わ
れ
た
春

日
居
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
鏡
開
き
に
参
加
し
ま
し
た
。
井
出

選
手
た
ち
は
、春
日
居
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
小
学
生
約
３

２
０
人
と
綱
引
き
や
餅
つ
き
を
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
 

お相撲さんと園児が交流 

指導員と一緒に練習をする塾生 

子どもたちと綱引きをする金子選手 



イ
チ
ゴ
狩
り
を
楽
し
む

 　
１
月
２６
日
、老
人
ク
ラ
ブ「
柏
寿
会（
小

沢
善
佐
会
長
）
」
の
メ
ン
バ
ー
が
、石
和

町
唐
柏
の「
林
フ
ル
ー
ツ
農
園（
林
英
文

社
長
）
」
の
ハ
ウ
ス
で
イ
チ
ゴ
狩
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。
 

　
同
農
園
で
は
毎
年
地
元
の
お
年
寄
り

を
イ
チ
ゴ
狩
り
に
招
待
し
て
い
て
、今

年
が
４
回
目
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ

ー
約
２０
人
は
、約
２
０
０
０
株
の
中
か

ら
赤
く
色
づ
い
た
実
を
摘
み
取
り
、口

に
ほ
お
ば
り
な
が
ら
「
お
い
し
い
で
す
。

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
 

応
急
危
険
度
判
定
の
模
擬
訓
練
実
施

 　
１
月
１７
日
、建
築
士
を
対
象
に
、震
災
時
に
住
宅
の
安
全

性
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
応
急
危
険
度
判
定
の
模
擬
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
 

　
東
海
地
震
を
想
定
し
、被
災
し
た
際
に
応
急
危
険
度
判
定

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
と
と
も
に
、応
急
危
険
度
判
定
の
技

術
向
上
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
、峡
東
振
興
局
石
和
建
設
部

が
実
施
。
訓
練
に
は
、県
建
築
士
会
石
和
支
部
員
や
市
町
村

職
員
約
５０
人
が
参
加
し
、判
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
講
習
を
行
っ
た

後
、J
A
ふ
え
ふ
き
岡
部
支
所
で
、木
造
倉
庫
２
棟
を
使
い
、

傾
斜
や
ひ
び
割
れ
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
 

サ
ッ
カ
ー
県
選
手
権

　
　
　
　
　
御
坂
体
協
が
準
優
勝
 

 　
第
５２
回
山
梨
県
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
兼
川
手
杯
争

奪
大
会
が
小
瀬
球
技
場
な
ど
を
会
場
に
５２
チ
ー
ム
が
参

加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
参
加
し
た
御
坂

体
協
は
順
調
に
勝
ち
上
が
り
、
決
勝
戦
に
進
出
。
１
月

２３
日
に
行
わ
れ
た
決
勝
戦
で
は
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た

が
、
準
優
勝
と
い
う
す
ば
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
 

試合結果 4 ― 2  
2 ― 0  
1 ― 0  
1 ― 2

甲府イレブン 
FC千塚 
風林火山 
玉穂クラブ 

4 回 戦  
準々決勝 
準 決 勝  
決　　勝 

準優勝した御坂体協チーム 

イチゴ狩りを楽しむ柏寿会のメンバー 

模擬訓練を行う参加者 



　
平
成
１６
年
１１
月
、
釈
迦
堂
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
鉄
人
形
（
て
つ
ひ
と
が
た
）
８
点

が
山
梨
県
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
鉄
人
形
は
、
長
さ
約
８
cm
、
幅
約
３

cm
で
厚
さ
約
３
mm
の
鉄
板
か
ら
作
り
出
し

た
う
す
く
平
ら
な
人
形
で
す
。
今
か
ら
お

よ
そ
１
２
５
０
年
前
（
奈
良
時
代
は
じ
め

頃
）
に
作
ら
れ
た
鉄
製
の
人
形
で
、
頭
部

は
つ
い
て
お
ら
ず
、
両
足
に
あ
た
る
部
分

は
鉄
板
を
切
っ
て
形
を
作
っ
て
い
ま
す
。

県
内
に
は
他
に
出
土
例
が
な
く
唯
一
の
貴

重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
当
時
、
都
の
あ
っ
た
近
畿
地
方
の
遺
跡

か
ら
は
、
鉄
人
形
が
多
く
見
つ
か
り
ま
す
。

都
で
は
、
宮
廷
の
儀
式
や
災
い
除
け
の
ま

じ
な
い
の
道
具
と
し
て
使
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。
釈
迦
堂
遺
跡
の
鉄
人
形
も
同
じ
く

ま
じ
な
い
の
道
具
だ
と
思
わ
れ
、
奈
良
時

代
は
じ
め
に
は
、
す
で
に
都
の
文
化
・
風

習
が
こ
の
地
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
証

明
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
華
や
か
な
都
と

地
方
を
つ
な
ぐ
、
大
き
な
手
が
か
り
と
な

る
資
料
で
す
。
 

　
な
お
、
釈
迦
堂
遺
跡
は
昭
和
５５
年
〜
５６

年
、
中
央
自
動
車
道
釈
迦
堂
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
建
設
の
際
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
遺

跡
で
、
出
土
し
た
鉄
人
形
は
、
釈
迦
堂
遺

跡
博
物
館
で
保
管
し
て
い
ま
す
。
 

 

 

広
　
厳
　
院
（
一
宮
町
金
沢
）

山
梨
岡
神
社
（
春
日
居
町
鎮
目
）

 　
笛
吹
市
消
防
団
で
は
、
１
月
２６
日
の
文

化
財
防
火
デ
ー
に
合
わ
せ
、
１
月
２３
日
、

３０
日
の
両
日
、
文
化
財
防
火
演
習
を
行
い

ま
し
た
。
 

　
２３
日
は
、
一
宮
分
団
が
広
厳
院
（
一
宮

町
金
沢
）
、
３０
日
に
は
春
日
居
分
団
が
山

梨
岡
神
社
（
春
日
居
町
鎮
目
）
に
お
い
て

文
化
財
か
ら
火
災
が
発
生
し
た
と
の
想
定

で
消
火
訓
練
を
開
始
。
素
早
い
対
処
で
日

ご
ろ
の
訓
練
ぶ
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

　
昭
和
２４
年
１
月
２６
日
、
法
隆
寺
金
堂
の

火
災
に
よ
り
貴
重
な
壁
画
が
焼
失
し
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
日
を
文
化
財
防
火
デ
ー
と

し
、
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う
と
各
地

で
防
火
演
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

出土した鉄人形 

機敏な操作で放水する消防団員 



 　
　
１
月
２２
日
、
境
川
総
合
会
館
で
第
８
回
俳
句
の
里
さ
か
い
が
わ
小
学
生
・
中
学
生
俳

句
会
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
第
８
回
を
数
え
る
こ
の
俳
句
会
に
は
北
は
青

森
県
、
南
は
沖
縄
県
の
小
中
学
生
か
ら
１
万
８
１
８
７
句
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
小
学

生
の
部
で
は
田
中
美
里
さ
ん
（
境
川
小
学
校
４
年
生
）
が
「
あ
さ
が
お
に
空
の
青
色
お
り

来
た
る
」
の
句
で
最
高
賞
の
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
 

◆
小
学
生
の
部
　
 

　
選
者
　
福
田
甲
子
雄（
「
白
露
」
同
人
） 

 ○
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
 

　
田
中
　
美
里（
境
川
小
学
校
４
年
） 

○
山
梨
県
知
事
賞
 

　
丸
山
　
雄
大（
千
葉
県
大
富
小
学
校
６
年
） 

○
山
梨
県
議
会
議
長
賞
 

　
宇
田
　
春
美（
石
和
東
小
学
校
６
年
） 

○
山
梨
県
教
育
委
員
長
賞
 

　
は
し
本
花
り
ん（
埼
玉
県
三
俣
小
学
校
２
年
） 

○
山
梨
県
立
文
学
館
長
賞
 

　
川
村
　
樹
澄（
青
森
県
戸
来
小
学
校
２
年
） 

○
笛
吹
市
長
賞
 

　
久
郷
　
京
香（
栃
木
県
鹿
沼
市
北
小
学
校
２
年
） 

○
笛
吹
市
議
会
議
長
賞
 

　
塚
本
　
恭
平（
群
馬
県
下
川
淵
小
学
校
３
年
） 

○
笛
吹
市
教
育
委
員
長
賞
 

　
玉
村
　
天
佑（
甲
府
市
池
田
小
学
校
６
年
） 

○
特
選
 

　
久
津
間
　
歩（
一
宮
北
小
学
校
６
年
） 

　
三
枝
は
る
な（
境
川
小
学
校
６
年
） 

○
秀
作
 

　
網
野
　
　
龍（
石
和
南
小
学
校
６
年
） 

　
岩
森
　
ゆ
め（
一
宮
西
小
学
校
３
年
） 

  

◆
中
学
生
の
部
　
 

　
選
者
　
廣
瀬
　
直
人（
「
白
露
」
主
宰
） 

 ○
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
 

　
野
矢
　
小
楠（
身
延
中
学
校
３
年
） 

○
山
梨
県
知
事
賞
 

　
萩
原
　
　
咲（
千
葉
県
佐
原
中
学
校
１
年
） 

○
山
梨
県
議
会
議
長
賞
 

　
門
田
　
　
遼（
東
京
都
日
野
第
二
中
学
校
２
年
） 

○
山
梨
県
教
育
委
員
長
賞
 

　
桑
名
　
華
恵（
身
延
中
学
校
２
年
） 

○
山
梨
県
立
文
学
館
長
賞
 

　
榎
本
　
志
織（
新
潟
県
築
地
中
学
校
３
年
） 

○
笛
吹
市
長
賞
 

　
岩
田
真
之
介（
東
京
都
開
成
中
学
校
３
年
） 

○
笛
吹
市
議
会
議
長
賞
 

　
萩
野
　
慶
彦（
千
葉
県
有
吉
中
学
校
３
年
） 

○
笛
吹
市
教
育
委
員
長
賞
 

　
中
込
　
菜
緒（
白
根
巨
摩
中
学
校
２
年
） 

○
秀
作
 

　
石
井
　
　
悠（
浅
川
中
学
校
１
年
） 

　
小
宮
山
　
航（
浅
川
中
学
校
３
年
） 

 ※
特
選
・
秀
作
は
市
内
の
入
選
者
の
み
紹
介
 

文部科学大臣奨励賞を受賞した田中美里さん 



　犬や猫などの動物と触れ合うことは、人々の生活に潤いをもたら
せてくれます。 
　しかしその一方で、最近は犬の放し飼いやフンによる被害が相次
いで寄せられています。これらの原因のほとんどは、一部の心ない
飼い主の無責任さによるものです。 
　かわいい愛犬・愛猫だからこそ、飼い主は常日頃からしっかりとマ
ナーを守り、他の人に迷惑がかからないよう、注意して胸を張って終
生飼いましょう。 

　犬の放し飼いは条例で禁止されています。放し飼いは、他人に迷惑をかけるだけでなく、飼い主のマナーも問わ
れます。犬の放し飼いは絶対しないようにしましょう。 
　また、どんなにいい犬でも、飼い主がマナーを守らなければ、周りからは迷惑な犬や猫という目で見られることに
気づいてください。 
　犬や猫を飼うということは、その犬猫の命を預かるということです。飼い主は犬や猫の命を守り、生涯を幸福に
する責任があります。ただ可愛いからという漠然とした気持ちだけでは飼うことはできません。家族の一員として、
その犬猫の一生をどういう風に過ごすかは、飼い主によって決まります。「思いたったら即飼う」ではなく、充分に
時間をかけ、考えて準備してください。 

　散歩中のフンの被害も多く、なかなか減少しません。最近では、ほとんどの飼い主がフンを持ち帰るため、スコッ
プとビニール袋を携帯していますが、一部の人は何も持たずに散歩しているようです。中には目立たないところに
フンを隠したり、人の目をごまかすため、ダミーのスコップとビニール袋を持っているだけという飼い主もいます。 
　犬を散歩させる時は、「フン」の始末のできるものを用意し、必ず飼い主が責任をもって始末してください。散歩
中に持ち帰ったフンは、トイレに流したり、可燃ごみの収集日に出すように心がけてください。 

　狂犬病予防法により、生後3カ月以上の犬は、毎年１回の予防注射を受けることが義務付けられています。      
　平成１７年度狂犬病予防注射と登録事務を下記日程で実施いたしますので、犬の飼育者は当日最寄りの      
会場で受けるようお願いいたします。      
　なお、当日以外の訪問注射は、注射料金が増額になりますので、この機会に受けるようお願いいたします。      
すでに、犬が死亡して届出がされていない方は、笛吹市役所本庁もしくはお近くの支所で届出をされますよう      
お願いいたします。     

実施場所で行った場合 訪問してもらった場合 

※犬の登録は生涯１回です。登録済の犬は登録料がかかりません。　※注射場所では混雑が予想されますので、お釣りのないように細かいお金をご用意ください。 

市民環境部　環境対策課 

登録済犬 
２，８５０円 
５５０円 

 
３，４００円 

登録済犬 
４，０５０円 
５５０円 

 
４，６００円 

新規登録犬 
４，０５０円 
５５０円 
３，０００円 
７，６００円 

新規登録犬 
２，８５０円 
５５０円 
３，０００円 
６，４００円 

予 防 注 射 料 金  
注射済票交付手数料 
登 録 手 数 料  
合 　 　 　 　 計  



※登録済の犬は、飼育者に通知が郵送されますので、必ずハガキを最寄りの会場までお持ちください。 

時　　　　間 

午前9時00分～10時30分 

午前10時50分～11時40分 

午後1時00分～2時00分 

午後2時20分～3時10分 

午前9時30分～10時20分 

午前10時40分～11時40分 

午後1時00分～2時00分 

午後2時20分～3時20分 

午前9時30分～10時30分 

午前10時50分～11時40分 

午後1時00分～1時50分 

午後2時10分～3時10分 

午前9時30分～10時30分 

午前11時00分～11時50分 

午前9時00分～9時20分 

午前9時30分～9時50分 

午前10時00分～10時20分 

午前10時30分～10時40分 

午前10時50分～11時10分 

午前11時20分～11時40分 

午後1時10分～1時30分 

午後1時40分～2時00分 

午後2時10分～2時40分 

午後2時50分～3時10分 

午後3時20分～3時50分 

午前9時00分～10時00分 

午前10時10分～10時30分 

午前10時40分～11時10分 

午前11時20分～12時10分 

午後1時30分～2時20分 

午後2時30分～3時10分 

午後3時20分～4時00分 

午前9時00分～9時20分 

午前9時30分～9時50分 

午前10時00分～10時20分 

午前10時30分～10時50分 

午前11時00分～11時20分 

午前11時30分～12時00分 

午後1時20分～2時00分 

午後2時10分～2時30分 

時　　間 

午後2時40分～3時00分 

午後3時10分～3時50分 

午前9時10分～10時20分 

午前10時30分～12時00分 

午後1時10分～2時20分 

午後2時40分～3時30分 

午前9時00分～9時30分 

午前9時45分～10時10分 

午前10時20分～10時45分 

午前11時00分～11時45分 

午後1時15分～2時00分 

午後2時15分～2時45分 

午後3時00分～4時00分 

午前9時00分～9時45分 

午前10時00分～10時45分 

午前11時00分～11時45分 

午後1時15分～1時45分 

午後2時00分～3時30分 

午前9時30分～10時00分 

午前10時15分～11時00分 

午前11時15分～11時45分 

午後1時30分～2時00分 

午後2時15分～3時00分 

午後3時15分～3時45分 

午後4時00分～4時30分 

午前9時30分～10時00分 

午前10時15分～11時00分 

午前11時15分～11時45分 

午後1時30分～2時00分 

午後2時15分～2時45分 

午後3時00分～3時30分 

午前9時30分～10時30分 

午前10時45分～11時30分 

午後1時00分～3時00分 

午前9時30分～10時30分 

午前10時45分～11時30分 

午後1時00分～2時00分 

午後2時15分～3時00分 

午前9時30分～11時30分 

午後1時00分～3時00分 

実 施 日  

 

4月4日（月）
 

 

 

 

4月5日（火）
 

 

 

 

4月6日（水）
 

 

 

4月7日（木） 
 

 

 

 

 

 
4月11日（月） 

 

 

 

 

 

 

 

 
4月12日（火） 

 

 

 

 

 

 
 

4月13日（水）
 

 

 

 

実 施 日  
 

4月13日（水）
 

 

 
4月14日（木） 

 

 

 
 

4月19日（火） 

 

 

 

 

 
4月20日（水） 

 

 

 

 
 

4月21日（木）
 

 

 

 

 

 

 
4月22日（金） 

 

 

 

4月25日（月） 

 

 
 

4月26日（火）
 

 

4月27日（水） 

 

場　　　　所 場　　　　所 

川中島公民館 

八田公民館 

小林公園 

窪中島公民館 

日の出出荷所 

四日市場出荷所 

広瀬公民館 

唐柏集落センター 

笛吹農協富士見支所東部共選所（小石和） 

笛吹農協富士見支所南部共選所（井戸） 

東高橋集落センター 

河内公民館 

笛吹農協石和支所第3共選所（中川） 

山岸公民館 

新上宿公民館 

戸倉公民館 

十郎出荷所 

立沢公民館 

林業センター 

梶原公知宅前 

坂野公民館 

道駒公民館 

若宮公民館 

八反田公民館 

下黒駒公民館 

成田公民館 

下成田公民館 

下井之上集落センター 

二之宮公民館 

金川原公民館 

井之上公民館 

夏目原公民館 

南コミュニティセンター 

室部公民館 

神有公民館 

大野寺公民館 

二階公民館 

尾山公民館 

下野原公民館 

蕎麦塚公民館 

 

旧八千蔵公民館 

栗合公民館 

桑戸中央共選所前 

別田チビッコ広場 

国府公民館前 

春日居スポーツ広場駐車場 

奈良原集落センター 

門林公民館 

下の川公民館 

岡集落センター 

高家集落センター 

御崎林コミュニティセンター 

北公民館 

米倉集落センター 

永井集落センター 

増田営農センター 

新浜集落センター 

八代支所駐車場 

大黒坂集荷所 

小黒坂集荷所 

小山公民館 

前間田コミュニティセンター 

石橋農産物加工センター 

三椚公民館 

大坪（新）公民館 

大窪公民館 

藤垈チビッコ広場（旧集荷所） 

原公民館 

上寺尾公民館 

中寺尾公民館 

間門（新）公民館 

田中公民館 

竹原田公民館 

甲斐奈神社 

市之蔵果実組合 

塩田果実組合 

笛吹農協一宮第6統合共選所 

○イ 果実組合 

末木果実組合 

笛吹農協一宮第3統合共選所 

 地区 地区 

石
　
和 

御
　
坂 
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日
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　休日、夜間にお子さんが急に発熱したり、体に異変が起きたとき、どう対処したらいいのか、あるいはどこに受診
したらいいのか、戸惑いを感じたことはありませんか。 
　少子化、核家族化が進み、また、共働き世帯が増える中で、小児を対象とした休日・夜間の救急医療体制の整備
の必要性が高まっています。このため、県と市町村が共同し、医療関係者等の御協力をいただいて、平成17年3月
から、全県的な小児救急医療体制をスタートすることになりました。 

　今回整備する小児救急医療体制は、通常の診療時間外に、だれもが小児科医による診療が受けられるよう、「小
児初期救急医療センター」を設置するものです。県内には小児科医が90人程度しかおらず、地域ごとの体制整
備は困難な状況にあります。このため、今回設置する「小児初期救急医療センター」は、全県の小児患者を対象
とし、県内各地からの交通アクセスを考慮して、甲府市内に設置します。「小児初期救急医療センター」には、開
業医や病院勤務の小児科医が交替で勤務し、対応します。 
　また、上記センターを受診した結果、入院が必要となるような重症な患者については、甲府市内や甲府市周辺
の病院が交替で受け入れます。 
　なお、従来から各地域で取り組んでいる一般の救急医療体制（小児科医が当番とは限りません。）による受診
も可能です。 
 

保健福祉部　健康づくり課 

センターの場所 甲府市幸町14－6（甲府市医療福祉会館） 
 甲府市医師会救急医療センター内　電話　055-226-3399 
診　察　時　間　休日：午前9時～午後7時　夜間：午後7時～翌日午前7時 
 ※休日は日曜日・祝日・年末年始（12月29日～1月3日）です。 
開 始 の 時 期 平成17年3月1日 
留　意　事　項 「小児初期救急医療センター」は予約の必要はありませんが、あらかじめ 
 電話で受診の状況などを確認してから出かけるようにしましょう。 

甲府駅 
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甲府市医師会救急医療センター 
（甲府市医療福祉会館） 

中小河原立体 中小河原 

国母立体 

幸町 

蓬沢 
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大
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　通常の診療時間に予防接種が受けにくい人たちに対し、土曜日、日曜日、平日の夜間に予防接種を実施しま
す。笛吹市個別予防接種契約医療機関の中で『子ども予防接種週間』に賛同している医療機関は下記のとお
りです。ただし、医療機関により実施していない日もありますので来院する前に必ず医療機関へ電話等で確
認し予約をしてください。 

●問合せ先 
 保健福祉部健康づくり課 055－261－1901 御坂支所健康福祉課 055－262－2271 
 一宮支所健康福祉課 0553－47－1111 八代支所健康福祉課 055－265－2111 
 境川支所健康福祉課 055－266－2111 春日居支所健康福祉課 0553－26－3111 
 
 
 
 

○契約医療機関の中で、接種できる予防接種の種類が異なります。 
　来院する前に必ず医療機関へ確認をしてください。 
○持ち物：母子健康手帳・予診票 
○平成17年4月1日から、結核予防法が改正されBCG接種対象者が生後6カ月未満に改められます。未接種
者は早めに接種しましょう。なお、結核予防法改正後は、ツベルクリン反応検査は廃止されます。 
（4月1日以降、生後6カ月を超えた場合のBCG接種は自費になります） 

○4月からの入園・入学に備えて、必要な予防接種をすませ、病気を未然に防ぎましょう。 
○1歳になったらまず麻しん（はしか）の予防接種を受けましょう。 

保健福祉部　健康づくり課 

医療機関名 

小 林 医 院  

黒 沢 内 科  

長 坂 ク リ ニ ッ ク  

境 川 診 療 所  

小瀬こどもクリニック 

隈 部 小 児 科 医 院  

今 井 小 児 科 医 院  

あ め み や 医 院  

北 野 医 院  

池 田 内科小児科医院  

山 梨 厚 生 病 院  

田 中 小 児 科 医 院  

住　　　所 

笛吹市石和町市部1021 

笛吹市石和町市部716－5 

笛吹市石和町小石和2645 

笛吹市境川町石橋2207－1 

甲府市下小河原35－5 

甲府市中小河原1－14－3 

甲府市中小河原1589 

塩山市上井尻1419 

中道町下曽根781－1 

勝沼町勝沼2961 

山梨市落合860 

玉穂町一町畑176

電話番号 

055－262－3185 

055－263－3400 

055－262－1103 

055－266－2012 

055－243－7766 

055－243－0510 

055－241－5636 

0553－32－5511 

055－266－3027 

0553－44－0613 

0553－23－1311 

055－274－1195



保険税は医療費の大切な財源です。納め忘れがなかったり、金融機
関へ行く必要がない等、納入手間が省ける口座振替が便利ですので、
ご利用頂けますようにお願いします。 

　口座振替で保険料をまとめて納める(前納)と、毎月納めるよりも割引になります。また、現金で一括払いした場
合の割引額と比べ500円程度(予定)お得です。ぜひ、口座振替前納をご利用ください。なお、早割(40円割引)と
併用はできませんのでご了承ください。 
　新しく口座振替を申し込む方、早割もしくは前納に変更する方
も手続きは簡単です。申請用紙に必要事項を記入し申し込むだ
けですのでどうぞご利用ください。 
 
※現在口座振替をご利用の方で当月引き落としに変更をした場合、
平成17年4月末日に3月分、4月分の2カ月分が引き落とされ
ますのでご注意ください。 
 

　現在、皆様が使用している国民健康保険証の有効期限は、平成17年3月31日までです。4月以降使えなくなり
ますので、新しい保険証を3月中に皆様のお手元に届くように郵送します。3月末までに届かない場合は、連絡をお
願いします。 
 
※保険税の滞納のある世帯は、保険証の郵送ができない場合がありますので、国民健康保険課までご相談ください。 

市民環境部　国民健康保険課 

■問合せ先 
　市民環境部　国民健康保険課 
　055－262－4111（内線121）

口座振替（当月引落し）ご利用の方のみ国民年金保険料が割引になります！ 
 
　保険料の納付のために銀行の窓口に出向いたり、コンビニに立ち寄ったりする手間が省けるうえに、保険料が安
くなります。 
現在、口座振替では保険料は翌月に引き落とされています。（例：4月分保険料→5月末日引落し） 
　しかし、平成17年4月から口座振替により当月引き落とし（例：4月分保険料→4月末日引落し）にすると保険
料が40円割引になります。（「早割制度」） 
　また引き落としのつど、通帳には「ネンキン」等と記帳されますので、きちんと整理できます。ぜひ、国民年金保
険料の納付には口座振替をご利用ください。 
 
※現在、口座振替の方が自動的に『早割』になるわけではありません。手続きが必要になりますので、ご注意ください。 
※平成17年4月分から『早割』を開始するには、被保険者の方には遅くとも3月15日までに手続きをお願いします。 

■問合せ先 
市民環境部　国民健康保険課 
　055－262－4111（内線124） 
甲府社会保険事務所 
055－252－1431（代表） 

市民環境部　国民健康保険課 



●問合せ先　市民環境部国民健康保険課　高齢者医療担当　055－261－2043

　一定の年齢にある高齢の方が医療を受けたときの自己負担に関する助成制度について、今年4月から対象とな
る方の要件が変わります。 

市民環境部　国民健康保険課 

 国保･被用者保険の被扶養者の方 

受給者番号の先頭の桁 3(一般の方)、5(低所得の方) 7(一般の方)、8(低所得の方)

被用者保険本人･一部の国保組合の方 

県内の医療機関等での負担割
合及び助成金の支給方法 

1割(老人保健法の一部負担金相当額) 
受給者証を提示する事により窓口で
の負担割合が軽減され自動的に助成
されます。 
なお、入院の1割の負担額が所得の
区分に応じた下記の限度額を超える
場合は、限度額までの負担となります。 

3割(各医療保険の一部負担金) 
助成金請求書に保険給付を受けたこ
とが分かる領収書を添付するか医療
機関等の証明を受けて市役所に提出
してください。助成金を確認の上、
指定の口座に振り込みます。 

外来のみ 

入院があるとき 

1カ月に負担した額の限度額 

12,000円（一般の方） 
  8,000円（低所得の方） 

40,200円（一般の方） 
24,600円（低所得の方） 

12,000円（一般の方） 
  8,000円（低所得の方） 

40,200円（一般の方） 
24,600円（低所得の方） 

治療用装具等、一度全額負担
をしたとき 

県外で受診したとき 

1カ月の負担限度額を超えて
いるとき 

先に加入する医療保険で保険給付を受けてから、市役所に助成金請求書を
提出してください。確認のうえ助成金が受けられます。 

助成金請求書に保険給付を受けたことが分かる領収書を添付するか医療機
関等の証明を受けて市役所に提出してください。確認のうえ助成が受けら
れます。 

市役所に助成金請求書を提出してく
ださい。確認のうえ助成が受けられ
ます。 

助成金の計算の際、限度額までの負
担となりますので、同じ月のものは
まとめて請求してください。 

市内に住所のある方で医療保険に加入している方のうち、 
① 68・69歳の方 
② 65～67歳の一人暮らしの方（市内に1親等の血族及び配偶者のいない方） 
で、所得が一定の基準以下の方。(老人保健で医療を受けられる方は除きます)

平成17年3月31日
までの対象者
 

〈現行制度〉 

市内に住所のある方で医療保険に加入している方のうち、68･69歳の方で、同
じ世帯の全員が市民税非課税の方。(老人保健で医療を受けられる方は除きます) 
※ただし、平成17年3月31日までに対象者と認められ受給者証の交付を受けた
方については、現行制度の要件を満たしている間は、70歳まで助成を受けるこ
とができます。 
 

平成17年4月1日
からの対象者
 
　 

〈新制度〉



　在宅の重度心身障害者(児)及び要介護老人の方が、通常の交通機関を利用することが困難なため、タクシーを
利用する場合にその料金の一部を助成します。 

　この制度は､心身障害児(者)を持つ保護者が、介護が困難になった場合等に、市が委託している施設に一時
的に預け、その利用費を助成することで保護者の負担を軽減するものです。 

■問合せ先 
保健福祉部福祉総務課障害福祉担当　 
055-262-1271(内線124) 
　各支所の健康福祉課福祉担当 

保健福祉部　福祉総務課 

助 成 内 容 年間48枚（1枚590円）のタクシー利用乗車券を対象者に交付します。 
有 効 期 間 平成17年4月1日から平成18年3月31日まで 
対 　 　 象 次のア・イ・ウいずれかの項目に該当し、かつ、自動車税の減免を受けていない 
 方で、本市の住民基本台帳又は外国人登録原票に登録されている在宅の方です。 
 ア）障害者手帳の交付を受けた方で、障害程度が肢体不自由及び視覚障害の 
 　　1級又は2級に該当する方、及び内部機能障害の1級の方 
 イ）療育手帳の交付を受けた方で、障害程度がＡに該当する方 
 ウ）要介護老人（非課税世帯で介護慰労金の支給を受けている方に介護されている方） 
 ※対象者に該当しないと判断された場合は、交付できないことがありますので、 
 　ご承知願います。 

申請受付日 平成17年3月29日(火)から 
 ※平成17年5月以降の申請については、交付枚数が減りますのでご注意ください。

申請受付及び交付場所   
 笛吹市福祉事務所又は､最寄りの各支所 

持参するもの ○障害者手帳（必ず持参してください）　 
 ○印　鑑 

○対象者となるのは、次の事項に該当する心身障害児(者)を持つ保護者で、本市の住民基本
　台帳又は外国人登録原票に登録されている方です。 
　・療育手帳の交付を受けている方又は､身体障害者手帳の交付を受けている18歳未満の児童 

○サービスを受けるには､次の関係書類の提示とサービス提供理由を明確にして、笛吹市福
　祉事務所及び最寄りの各支所にて、申請を行ってください。 
　・療育手帳又は身体障害者手帳 
　・印鑑 

○申請は､平成17年3月14日(月)から受付いたします。 
なお、今年度(平成16年度)利用されている方で、引き続き
利用される場合は､更新申請の必要がありますので､必ず申
請してください。 

保健福祉部　福祉総務課 



　もう申告はお済でしょうか。         
　申告期限間近になりますと、窓口が大変混雑いたします。
申告は、早めに済ませましょう。         
　詳しくは、「広報ふえふき2月号」をご覧ください。 

総務部　税務課 

申告場所
笛吹市役所本庁・各支所（御坂・一宮・八代・境川・春日居） 

申告に必要なもの
（1）申告書（税務署または市役所から送付された人のみ）         
（2）印　鑑         
（3）源泉徴収票（給与所得者・年金受給者など）         
（4）収支内訳書または収支決算書（営業等・農業・不動産所得者）         
（5）控除関係書類（医療費の領収書、生命・損害保険料等の控除証明書など）

■問合せ先 
総務部税務課    
055－262－4111   
山梨税務署個人課税部門　　    
0553－22－1411

■問合せ先 
笛吹市議会事務局    
055－261－2050

申告期限　3月15日（火） 

　口座引き落としをされている方で、3月に引き落としのある地区の方は、3月のみ22日（火）になりますのでご注
意ください。 
　4月以降は、従来どおり25日となります。 

公営企業部 

　平成17年第1回定例会は3月7日開催を予定しています。 
くわしい内容を知りたい方は、議会事務局までお問い合わせください。 

対象地区　
○石和B地区（東町、仲町、西町、窪中島、八田、山崎、駅前、松本、山岸、日の出、下平井、上平井、中 川、下成田、荒屋） 
○御坂全地区 
○八代B地区（北、高家、増田、米倉、竹居） 
○一宮B地区（末木、本都塚、金田、坪井、田中、中尾、南野呂、北野呂、上矢作、桃の里団地、竹原田、東原、小城、下
矢作）及び一宮下水全地区 
○春日居全地区及び春日居温泉全地区 

※場所によってはこの地区分けに該当しない場合があります。 



■「御坂支所」
　3月28日（月）から業務開始 
　所在地　笛吹市御坂町夏目原744番地 
　ＴＥＬ　０５５－２６２－２２７１（代表） 
　ＦＡＸ　０５５－２６２－４３２１ 

■生涯学習センター「学びの杜 みさか」
　4月1日（金）から開所 
　所在地　笛吹市御坂町夏目原744番地 
　ＴＥＬ　055－263－0363（代表） 
　ＦＡＸ　055－263－1203 
 
◎交通　富士急バス停　「西小学校前」徒歩2分 

■7日以内にお答えします 
7日間には休日は含みません。 
電話や窓口で即答できる質問に対しては、これまでどおり対応します。 

 
■ ほとんどの質問を対象とします 
現時点ではお答えできないケースも考えられます。 
その場合は「期限内にお答えできない理由」や「お答えする期限」を示します。 

 
■ 制度の対象とならないものもあります 
○市の業務でないもの 
○他の制度（監査請求、請願・陳情、自治法上の直接請求、行政不服審査等）への手続きが行われているもの 
○個人の誹謗中傷やプライバシーを侵害するおそれのあるもの 
○私的な内容 
○宗教的な判断を要する事項 
○公の秩序または善良な風俗を乱すおそれのあるもの 
○その他回答することにより公共の利益を損なうおそれがあると判断したもの 
○質問者の連絡先が不明な場合や質問者が確認できない場合 
 

※ この制度は、平成17年2月1日から始まりました。 
※ 市民の皆さんのご意見が市政運営に役立ちます。当ホームページ「市長への手紙」をご利用ください。 
 

　市民の皆さんからの質問に対して、短期間で明確な回答・見解を示す市政クイックアンサー制度を実施しました。 

秘書政策室 

　生涯学習センター「学びの杜 みさか」及び「御坂支所」は、下記のとおり業務を開始いたします。 

至甲府 

至河口湖 

至大月 至韮崎 

一宮御坂I.C

R137

中央自動車道 

栗合 

夏目原 

新御坂支所 
学びの杜 みさか 

旧御坂支所 



■全国一斉春季火災予防運動
統一標語 
「火は消した？　いつも心に　聞いてみて」

■全国山火事予防運動
統一標語 
「小さな火　山に捨てると　おおきな火」

笛吹市赤十字奉仕団の役員は 
次のとおりです。（敬称略） 
 
委 員 長　荻野　崇子 
 
副委員長　渡辺美保子 
　　　　　三枝みすず 
　　　　　河西　惣蔵 
　　　　　龍澤　　静 
　　　　　窪田喜久子 
 
監　　事　飯塚　充子 
　　　　　花田恵美子 

　1月11日、八代総合会館で笛吹市文化協会連合会の設立総会が、開催されました。 
　この連合会は石和町・御坂町・一宮町・八代町・境川町・春日居町の各地区の文化協会を統括する組織で、
来年度以降、笛吹市文化祭を主催する団体となります。各地区の文化祭も従来どおり開催されます。新しい笛
吹市の文化の祭典にご期待ください。 
 

　平成16年12月22日、笛吹市スコレーセンターにおいて笛吹市赤十字奉仕団の結団式が開催されました。 
　式には、日赤笛吹市地区長である荻野正直市長のほか、関係者や来賓170名が出席。荻野地区長が、「赤
十字奉仕団の使命をいつも心に置き、赤十字の理念を、次世代を担う青少年に伝えてください」とあいさつし
ました。 
　役員が承認された後委嘱状が交付され、出席者全員で笛吹市赤十字奉仕団の団結と今後の飛躍を誓い合いま
した。 
　笛吹市赤十字奉仕団（団員数3,401名）は、献血時のボランティア、社員募集活動、災害時の救護・炊き
出し活動、赤十字理念の啓蒙啓発活動などのボランティアや奉仕活動を行います。 

3月1日（火）～7日（月）
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氏　　　名 
前 島 敏 彦  
雨 宮 四 郎  
降 矢 好 文  
上 野 隆 弘  
深 山 和 彦  
深 澤 賢 司  
小 宮 山 　 　 　 敏  
水 野 孝 子  
水 上 秀 克  
沼 　 中 　 　 　 一  
野 澤 初 美  
中 川 一 彦  
樋 口 龍 八  
岡 　 　 　 保 　 和  
里 吉 至 光  

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15

氏　　　名 
堀 　 内 　 文 　 藏  
杉 　 岡 　 喜 美 雄  
前 田 初 男  
渡 邉 千 之  
平 井 　 昭  
宇 野 耕 二  
古 屋 　 榮  
矢 野 優 教  
花 田 晴 雄  
中 村 正 彦  
渡 邉 洋 子  
渡 邉 芳 直  
小 河 内 　 英 　 紀  
渡 邉 美 脩  
岡 　 　 　 美 枝 子  

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15

氏　　　名 
中 川 稔 夫  
志 村 勢 喜  
上 野 　 稔  
鈴 木 貞 夫  
菊 島 秀 男  
関 本 得 郎  
柘 植 満 治  
小 澤 安 侑  
林 　 進 一  
武 井 　 浄  
田 中 和 芳  
関 本 伴 規  
三 枝 宣 子  
芦 野 知 夫  
杉 　 原 　 五 十 子  

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15

氏 　 　 　 名  
龍 　 澤 　 　 　 敦  
新 田 治 江  
角 田 義 一  
大 須 賀 　 太 　 郎  
宮 　 川 　 東 洋 雄  
桑 原 義 文  
大 久 保 　 　 　 親  
龍 　 澤 　 　 　 勲  
桑 　 原 　 　 　 明  
橘 田 金 範  
済 藤 文 子  
雨 　 宮 　 千 代 子  
初 鹿 利 雄  
小 澤 恒 夫  
宮 澤 黎 夫  

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15

氏　　　名 
山 　 光 世  
松 澤 隆 一  
山 本 富 貴  
飯 田 勝 丸  
今 澤 龍 男  
田 中 　 勇  
奥 原 孝 季  
小 川 利 英  
樋 口 公 子  
金 井 豊 明  
飯 田 章 雄  
生 原 英 喜  
金 子 満 郎  
諸 　 角 　 三 千 夫  
茂 手 木 　 貴 　 子  

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15

氏　　　名 
風 間 好 美  
内 藤 武 寛  
石 倉 泰 明  
渡 邉 清 美  
渡 辺 正 秀  
樋 口 元 治  
高 　 野 　 　 　 晃  
中 村 勝 雄  
橘 田 章 吾  
小 　 越 　 壽 々 務  
角 田 幹 夫  
小 林 節 子  
鶴 田 幸 男  
松 山 政 夫  
樋 口 　 猛  

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15

（順不同・敬称略） （順不同・敬称略） （順不同・敬称略） 

（順不同・敬称略） （順不同・敬称略） （順不同・敬称略） 
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笛吹警察署　　 
055－262－0110

　まもなく入園、入学の時期がやって来ます。 
　子どもを交通事故から守るために、登下校時の道路横断方法や
飛び出し注意などについて、早めに指導してください。 
　交通ルールを守れるようにすることが事故防止の大原則です。 



石和・一宮・八代・
春日居ふるさと図書館 
休館日 3月14（月）～31日（木） 

境川図書室
 

休館日 3月13日（日）～31（木） 

笛 吹 市 石 和 図 書 館

笛 吹 市 一 宮 図 書 館

笛 吹 市 八 代 図 書 館

笛 吹 市 境 川 図 書 室

笛吹市春日居ふるさと図書館 

笛吹市石和図書館

笛吹市一宮図書館

笛吹市八代図書館

笛吹市境川図書室

笛吹市春日居ふるさと図書館 

7日（月）・14日（月）～31日（木） 

7日（月）・14日（月）～31日（木） 

7日（月）・14日（月）～31日（木） 

7日（月）・14日（月）～31日（木） 

6日（日）・13日（日）～31日（木） 

 055－262－5959 

 0553－47－5220 

 055－265－4011 

 055－266－2014 

 0553－26－2283

おはなし会タンタン           
●3月10日（木）　午前11時～11時30分            
家族で始めようブックスタート           
●3月3日（木）　午前10時30分～11時30分            
耳をすませばえほん隊           
●3月5日（土）・12日（土）            
　午前11時～11時30分・午後2時～2時30分の2回開催            
落語えほん作家　川端誠えほんライブ           
●3月13日（日）　            
　川端誠氏による開き読み　午前10時から（子ども向け）            
　川端誠氏講演会　　　　　　午後1時から（大人向け）            
子どもまつり図書館リサイクル古本市           
●3月13日（日）　午前9時～午後1時（なくなり次第終了）            
　笛吹市スコレーセンター集会室前 

笛吹市石和図書館 

おはなしのゆりかご           
●3月2日（水）            
　午前10時15分から （1歳6カ月児～3歳児）            
　午前11時から （0歳児～1歳5カ月児）            
おはなしのぶらんこ           
●3月13日（日）　午後1時30分から            
チャレンジ教室 ～不思議な玉乗り人形を作ろう～           
●3月5日（土）　午後2時から（定員15名）            
　申込みは一宮図書館まで            
手作り布絵本教室           
●3月4日（金）・11日（金）・18日（金）　            
　午後1時30分から  

笛吹市一宮図書館 

バムケロおはなし会　        
●3月12日（土）　午後1時30分から 

笛吹市八代図書館 

おはなしのへやもも        
●3月8日（火）　  午前10時30分から（乳幼児向け）         
●3月12日（土）　午後1時30分から         
　　　　　　　　　　　（幼児から小学生向け）     
おりがみを楽しもう！　        
●3月5日（土）　午前10時30分から　        

笛吹市春日居ふるさと図書館 

　笛吹市図書館は1枚の利用カードで、市内図書館どこでも利用いただ
けるシステムに統合します。 
　そのため、皆様に大変ご迷惑をおかけしますが、よろしくご理解のほ
どお願いいたします。                
　1枚のカードで20冊まで借りることができます。13日までに必要な
資料はお借りいただけるようお勧めします。  



プロフィール
1952年新潟県上越市生まれ。絵本作家。 
作品に「鳥の島」（5回絵本にっぽん賞受賞）、「森の木」、
「ぴかぴかぷつん」（BL出版より復刻）。「絵本落語シリ
ーズ」、「十二支のお節料理」翻訳の「アルバートの感謝祭」
（BL出版）など多数。絵本作家ならでは絵本解説も好評。 

演　題：「絵本とともに旅をして」             
日　時：  平成17年3月13日（日）             
　　　　  午前10時～11時　絵本ライブ、えほんの開き読み             
　　　　  午後1時～2時30分　講演会             
　　　　  講演終了後　サイン会

日　時：平成17年3月19日（土）
　　　　午後1時から
内　容：絵本作家　いとうひろし氏講演会



日　　　時　
平成17年3月13日（日）午前10時～午後3時 
場　　　所　
笛吹市スコレーセンター 
問合せ先
笛吹市スコレーセンター　055－263－7959 
石和図書館　　　　　　　055－262－5959

日　　　時 
平成17年3月21日（月）午前9時～12時 
集合場所　 
八田御朱印公園 
対　　　象　 
子どもから大人まで 
持　ち　物　 
絵の道具、画板　※画用紙は、用意いたします。 
問合せ先　　
（財）いさわ文化スポーツ振興財団　055－263－7959

日　　　時　 
平成17年3月29日(火)　午前10時～午後3時 
お弁当を持ってきてね。 
対　　　象
小学生（卒業した6年生も来てね） 
場　　　所　笛吹市スコレーセンター集会室 
参　加　料　なし 
定　　　員　各40人 
ル　ー　ル　碁 19路盤を使用し互先で黒の5目半コミ出し 
問合せ先　 
笛吹市スコレーセンター　055-263-7959 
そ　の　他　要予約 
 

日　　　時
平成17年3月31日（木）～4月3日（日）午前9時～午後5時 
場　　　所　　
笛吹市スコレーセンター集会室 
問合せ先　　
笛吹市スコレーセンター　055－263－7959

日　　　時 
平成17年3月23日（水）午前10時～12時 
場　　　所　　
笛吹市スコレーセンター　2Ｆ 
対　象　者
笛吹市に住み、在宅で0歳～3歳の乳幼児を子育て
中の親とその子ども 
先着30組　　参加費無料
内　　　容 
わらべうた、親子あそび、絵本、 
おしゃべりタイム　etc 
企画・運営 
家庭教育相談員、HappySpaceゆうゆうゆう 
申　込　み 
055－263－5298　　星合深妃 

◎ 雨天の場合は中止となります。 
3月23日（水）から4月3日（日）まで、スコレーセンターロビーに 
おいて参加者全員の展示会「ふるさとを描く会作品展」を開催します。 

こどもまつり　みんなあつまれ！

手づくりコーナー　（午前11時から）
○万華鏡　○コースターづくり 
○アルミアクセサリー　○アートバルーン　ほか 
お楽しみコーナー　（午前11時から）
○とん汁サービス　○射的 
○輪投げ　○ダーツ　○吹き矢 
○フェイスペインティング　ほか 
午前10時～11時は、集会室で、
川端誠先生の「落語絵本ライブ」

ゆう・ゆう・ゆう石和子育てランド

ふるさとを描く会

今年は、八田家書院や公園を描いてください。 

第6回小学生囲碁・将棋大会

違う学校や、違う
学年の人と1日楽
しく囲碁や将棋を
指しましょう。　 

平成16年度  スコレー大学作品展 開催

平成16年度「スコレー大学作品展」を開催いたし
ます。多くの皆様のご来場お待ちしております。 
また、平成16年度スコレー大学受講生のみなさま
には成果を発表する良い機会ですので、ふるって
応募してください。 
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人　口 ７２,６３３人 
 男 ３５,２２４人・女 ３７,４０９人 
世帯数　２５,２３６世帯 
　　　　　　　　　　　　H17.2.1現在 

▼皆さん3月27日は何の日かご存知ですか？万葉の昔か
ら人々に愛され、親しまれてきた桜をとおして、日本の自

然や文化について国民の関心を高めるため、（財）日本さくらの会が平成4年に制
定した「さくらの日」です。桜は主として北半球の温帯に広く分布していますが、美
しい花の咲く種類はアジアに多く、日本列島が中心です。日本には変種を合わせて
100以上の桜が自生していて、これらから育成された園芸品種は200以上になる
そうです。▼桜といえばお花見。南北に長い日本では桜前線が4カ月にわたり日本
列島を縦断します。お花見はどこに出掛けようかと楽しみにしている方も多いと思
いますが、笛吹市内の桜名所を探しに出掛けてみるのもいいかもしれませんね。（Ｎ） 

 発行／2005.3.1　山梨県笛吹市役所　 編集／秘書政策室　広聴広報担当 
〒406-8510 笛吹市石和町市部777番地　TEL055-262-4111（代） http://www.city.fuefuki.yamanashi.jp/ 
 

モーツァルト/交響曲第40番 
ピアノ協奏曲第27番　他 

■日　時　平成17年4月23日（土）
　　　　　午後6時30分開演（6時開場）
■会　場　笛吹市スコレーセンター集会室

■主　　催
　笛吹市教育委員会
　（財）いさわ文化スポーツ振興財団
■問合せ先
　笛吹市スコレーセンター
　055－263－7959 
※入場整理券ご希望の方は、スコレーセンター及び笛
吹市教育委員会各事務所で配布しています。 
※未就学児童の入場はご遠慮下さい。 

  1日（金）～17日（日） 
　　釈迦堂花ウイーク（一宮町） 
　　みさか花見散策コース（御坂町） 
　　ふるさと公園お花見散策（八代町） 
  2日（土）～11日（月） 
　　国分寺お花見会場（一宮町） 
  2日（土）～3日（日） 
　　美和神社例大祭（御坂町） 
　　永井天神社の神楽（八代町） 
　　春日居温泉郷桃の花まつり（春日居町）          
  2日（土）～6日（水） 
　　笈形焼き（春日居町） 
  3日（日） 
　　いさわ市部本通り歩行者天国（石和町） 
  4日（月） 
　　芸妓みこし（石和町） 
　　大石寺の火渡り（境川町） 
  4日（月）～5日（火） 
　　山梨岡神社祭典（春日居町） 

  5日（火） 
　　よっちゃばれ祭り（石和町） 
  6日（水）～7日（木） 
　　第１回笛吹市みさか桃の花 
　　全国ゲートボール大会（御坂町） 
  9日（土） 
　　甲州軍団出陣石和町内パレード（石和町） 
10日（日） 
　　第１回笛吹市いちのみや桃の里 
　　マラソン大会・おまつり広場（一宮町） 
　　金毘羅神社例大祭（境川町） 
15日（金） 
　　一宮浅間神社大神幸祭（一宮町） 
16日（土） 
　　中山祭り（一宮町） 
17日（日） 
　　川中島合戦戦国絵巻（石和町） 

4月1日（金）～17日（日）

ピアノ
ラファエル・ゲーラ

指揮指揮
藤原　義章藤原　義章

ピアノ
ラファエル・ゲーラ

指揮
藤原　義章

古紙配給率100％再生紙 
を使用しています 
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